
日 本 語 等 研 修 コ ー ス 修 了 発 表 会

来場者アンケート集計報告

― 2 0 0 1 年 度 春 学 期 生 ～ 2 0 0 2 年 度 秋 学 期 生 （ 4 期 分 ） ―

池 田 英 喜

jk e d a @ i s c . n ‖g a t a - u . a c .JP

0 . はじめに

新潟大学留学生 セ ンタ ー

で は､ 大学院入学前 日本語予備教育学生 に対 して ､ 日本語等研修

コ
ー ス 修了発表会 ( 以 下発表会) と い う名前で ､ 学生そ れ ぞれ の興味に沿 っ た テ ー

マ で 日本

語によ る ア ンケ ー

ト調査を行な い ､ その デ ー タをまとめ ､ 考察を加えて日本語で発表をする

こ とを修了要件 に組み 込んで い る ｡ 発表自体はひとり約 5 分で ､ その あと発表に つ い て の 質

疑応答が約 5 分用意されて おり､ 合計1 0 分と いう時間を人前 で ､ 日本語 で応対す る
1

こ と を

要求 して い る｡ こ の発表会 は ､ あくまで 日本語 の ト レ ー ニ ン グの
一

環と して 行うもの で あり ､

デ
ー

タ の統計処理､ 科学的根拠 とい っ たもの は基本的に は要求せず､ 簡単な日本語
2
によ る

論理的な展開を求めて行 っ て い る｡

こ の 発表会は ､ 以 前は学内で研修 コ ー ス 修了後の 学生 とそ れぞれの 指導教官 ､ 国際ボ ラ ン

ティ ア サ ー ク ル の 学生､ ある い は過去の研修 コ ー ス 修了生等を招 い て ､ 非公 開
3
で実施 して

い た が ､

1 ) 内容が留学生独特の 視点からの もの が多 い の で ､ 一 般 の 日本人 に問い てもらう価値 が

ある ｡

2 ) 大学を取り巻く地域 に どん な留学生が生活 して い るの かを知 っ て もらう｡

3 ) 留学生と
一

般市民の接点を街の 真申で持 つ こと がで きる ｡

と い っ たような観点か ら ､ 2 00 1 年度春学期生か ら､ 新潟市西堀 N E X T 2 1 の 6 階に ある新渇

市民 プラザと いう大きなホ
ー ル を借りて ､ 完全公 開

4
で 実施する こ と に した ｡ それ に伴 い ､

大学周辺地域の 公民館な どにポス タ ー を配布 し掲示をお 願 い したり､ 市 内の 高等学校 へ 案内

状を出したり ､ 市報に情報を掲載 したりと ､ い ろ い ろ な形で 宣伝活動も行な っ た ｡

本報告 は､ 発表会当日に来場者 に記入をお願 い した ア ン ケ ー トを集計 したもの で ある｡

1 場合によ っ て は ､ 英語による簡単な通訳を つ ける こ ともある｡
2
｢ 簡単な日本語+ を こちらが設定し､ そ れ を使用する こと を強制 したりはし て い な い ｡ ｢ 簡単+ の レ ベ

ル 自体には当然個人差があり､ 学習者それぞれ の レ ベ ル に合 っ た 日季語で発表できるようにサポ ー ト

して い る｡ た だ し ｢ どんな レ ベ ル で あ っ ても論理的展開は可能である+ と いう ス タ ン ス に立 っ て い る｡
3
部外者をシ ャ ッ トア ウ トすると いう厳 し い もの で はなく､ 特 に外に向けて 宣伝活動 をしなか っ た と い う

程度の もの で ある｡
4
入場無料､ 申 し込み等

一

切必要な し｡
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1 . 発表会までの準備の プロ セス

参考まで に ､ 発表会ま で の準備の プロ セ ス と ､ それ に い たるまで どれ くら い の 期間が経過

して い るかを以下 に大まか に紹介す る｡

1 )

2 )

3 )

4 )

5 )

6 )

7 )

8 )

各自テ ー マ の 決定

日本譜 による ア ン ケ
ー

トシ
ー

トを作成

日本人 にア ン ケ ー

トを配布 ､ 回収

ア ン ケ ー ト結果を エ クセ ル で入力 し､ グラ フ を作成

パ ワ
ー ポイ ン トを用 い て発表用ス ライ ドを作成

ス ライ ドに合 わせ た発表用の 日本語読み原稿を作成

リ ハ
ー

サ ル

発 表

2 . デ ー

タ

2 . 0 . 基 本 事 項

来場者ア ン ケ
ー ト調査は200 1 年度秋学期生

来日後約1 ケ月半

来日後約 2 カ 月

来日後約 2 カ月半

来日後約 3 カ月

来日後約3 カ月半

来日後約 3 カ月半

来日後約 4 ケ月

来日後約 4 ケ月

(2002 年 2 月発表) から実施 したため ､ 2001 年

度春学期生の 発表会(2 0 0 1 年 7 月実施) の デ
ー タ は今回の報告には含まれ ない 事を最初 に断 っ

て おく｡

2 , 1 , 男女別来場者
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- 来場者は女性 の ほ

うが多く､ 約 6 割を

占め る ｡ 国際交流イ

ベ ントには 一

般的に

女性の 参加率が 高い

こ ととも 一 致 して い

る ｡



2 . 2 1 年齢別来場者

来場者(年齢別)
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2 . 3 . 種類別来場者

来場者(種類別)

1 80

1 6 0

1 4 0

1 2 0

人
1 00

数 8｡

6 0

4 0

2 0

0 2 - O 2 0 2- 07 0 3- 02 t o t ar

2 . 4 . 来場者の情報源

情報源

1 8 0

1 6 0

1 4 0

1 2 0

人
1 00

&
8.

6 0

4 0

2 0

0 21 02 0 2- 07 0 3- 02 tく)t al
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1 0代20 代の 来場者

で約 5 割 を占め て い

る が､ 特別ある年齢

層 の来場者が多 い と

いうことはな い ｡ こ

の ようなイ ベ ン トに

対 しては ､
一

般市民

が平均的に関心 を示

して い る ことがうか

が える｡

高校生､ 大学生 で

約 5 割を占め る ｡
一

般社会人の 来場者が

約3 割と比較的多 い

こ と も特徴 的 で あ

る ｡ 2 0 0 2 年 2 月は平

日 (火曜日) 午後 に

実施したため ､
一

般

社会人の 来場 は少な

か っ た｡

発表会の 情報を ど

の よう な形で入手さ

れたかの を調 べ た結

果､ ポス タ ー が約 6

割を占め た ｡



2 . 5 . ポ ス タ ー 掲示場所

6 . 男女別デ ー タ2 . 6 .

2 . 6 . 1 . 日本語教育 へ の関心

ポ ス タ ー の掲示場

所 で い ちばん効果的

だ っ たの は､ 新潟大

学 の学内で あ っ た ｡

また､ 来場者 の約 3

割が市役所掲示の ポ

ス タ
ー

を見て 来た と

答えた ｡

日本語教育には男性 で 9 剖､ 女性で 8 割の 人間が 関心 を示 して おり､ 関心の 高さが伺える ｡

2 . 6 . 2 . 日本語教育経験
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日本語教育経験者は男性で 2 謝弱､ 女性で 3 割弱と約1 割の 開きがあり､ 実数で は男性10

人 に対 し女性3 0 人で あ っ た ｡

2 . 7 . まとめ

デ ー タからわかる事を簡単に整理すると､ 以下の ようになる ｡

1 ) 女性 の ほうが比較 的関心を示 して い る｡

2 ) 2 0 代以下と30 代以上 の 割合 はおよ そ50 : 50 で ある ｡

3 ) 学生 とそうでな い 人の 割合 はおよそ 5 0 : 5 0 で ある｡

4 ) 発表会の 宣伝には ポス タ ー が効果的で ある ｡

5 ) ポス タ ー の掲示場所 は ､ 学外 の場合は ､ 不特定多数 の 人間が集ま る市役所が い ちばん

効果的で ある｡

6 ) 来場者 は男女とも日本語教育 に関心 はあるが ､ 実践 して い な い ( で きな い) 人が多 い ｡

3 . 意見および感想

こ こ で は ア ン ケ
ー

トに書 い て い ただ い た7 7 の 感想
5

をす べ て掲載する ｡ 多数意見等 はあと

でまとめ る ｡ ちなみ に 1 - 27 が200 2 年2 月分 ､ 2 8 - 47 が20 02 年7 月分 ､ 4 8 - 7 7 が2 003 年2 月

に い ただ い た もの である｡

1 全般的に発音 ･ 抑揚ともに大変自然で ､
セ ン タ ー

で の 日本語教授法の素晴ら しさが想像できました｡

2 質問を設けた理由､ 予め ヒ ン トの ようなも の を発表者に手渡 して おくとよ い

3 日本人 に対する自分の 関心がききたか っ た｡

4 と ても面白い 発表会でした ｡ 留学生の 方々 が日本語をとても上手に話せ てい て驚きま
■
した ｡ 英語を学

んで い る私にと っ て ､ 良 い刺激になりました｡

5 す ごく楽しめま した

6 日本人 は勉強より他国の inf o r m a ti o n を知る べ きで はな い か

7 半年 で こ こ ま で の 日本語を覚え､ 話せ る様になるなん て ス バ ラ シ イ !! き っ と努力をした の だと思 い ま

す｡

8 留学生セ ンタ
ー

が 日本語基礎教育を し っ かり行 っ て い る こ とが わかり､ 嬉 しく思 い ました ｡

9 流暢な日本語を話せる ことは､ よくわかりま した｡ で も､ 聞く､ と い う こ と をもう少し勉強した方が
こう い う発表会は ､ より多くの 人が来場 してくれ ると思う｡

一

般の 方 々が ､ も っ と来て くれた ら い い

と思 い ます｡ 次回はも っ と広報を｡

10 また ､
こ の ような機会があ っ たらぜひ参加した い です｡

ll 調査プラ ス 自分の 考えも発表に入れた方が い い と思 いました｡

1 2 もう少し自分の考察が入 っ たらよか っ た です｡

1 3 発表会の 雰囲気が少しかた い様子で驚きま した｡ た だ､ 各発表の あと の 質問タイ ム が会場全体をまき
こむもの で良か っ た と思 います｡

14 面白か っ た ｡

1 5 と て も面白か っ た です｡ 今､ 私 はは じめ て 日本語を勉強して い ます｡

16 高校生 の 方も来場され て い て､ 交流会など､ 少 し帯せた らも っ と嬉しか っ た と思 い ます｡

繰り返 して 来場くださ っ た方の もの もある の で ､ 必ず しも77 人分 の コ メ ン トと い うわけでは な い ｡
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1 7 ありがとうござ い ま した｡

1 8 と て も内容的に深 い ものが多くおもしろ い もの ばかりで した ｡ 少 し人によ っ て はグ ラ フ の展開がはや

い もの があ っ た｡ どな たも聞きやす い 日本語で きた｡ ありがとうご ざい ま した｡

1 9 発表者の 人はみんな日本語が上手なの で び っ くり しま した｡

2 0
一

人ひ とりだけでなく､ 留学生全体 へ の 日本語の勉強の しかた の コ ツな どを質問して みたか っ た です｡

21 私たち日本人も他国の こ とを知 っ て お い たほうが良 い と思 いました ｡ 文化 の違 い を知 っ て おき- たくな

りました ｡

2 2 ア ン ケ ー ト による発表だけで なく､ 違う形 で の発表があ っ ても い い と 思 い ま した｡

2 3 ① 疑問 : 全員がア ンケ
ー トに よる調査で何か画

一

的な感 じが い たしました ｡ も っ と意見発表などを

たくさんお聞きした い ｡ (日本事情などの体験をとお した)

② 意見 : 調査 した結果に つ い て の本人の 感想をぜひは っ きりと述 べ て ほし い ｡ 調査 し っ ぱなし的な

ものもありま した の で ｡
･ 全体的に日本語が上手で した｡

･ 上 達に感心させ られました｡

2 4 短期間で の 日本語の 習得には､ 頭が下がりま した｡ 大変良 い機会を持たせ てくれ て 有難 い集 い で した ｡

25 ア ン ケ ー トだけでなく ( ア ン ケ
ー

トにもとづ い て) も っ とも っ と日本に対して の発表者自身の考えを

聞きたか っ た｡

2 6 ま た､ 時間があ っ た ら来た い ｡

2 7
一

般来場者が来な い の は ､ 入口 (
一

階) の ア ピ ー ル の 仕方が良くな い ｡ 理解を求め て ､ 数 日前より大

きく標示 (広告) して い る と良 い の で は ?

2 8 回を増すごとに皆さんの 日本語がきちんと伝えられ るような日本語にな っ て い る ｡ 勉強して い る の で

あろうと思う｡ 日本人よりもきちんと敬語が話され て い る ｡

2 9 皆 さ ん 日本語が上手で驚 い た ｡

3 0 面白 い ね｡ フうミん ば っ て ｡

3 1 留学生 の視点が と ても ユ ニ ー ク で 良 い と思う｡ も っ と 日本の い ろ ん な世代の人が聞 い た ら い い の に と

思 い ます｡

32 ① 楽しか ら た です｡ 留学生の 方は､ 常 に い ろんなこと に興味を持 っ て い てすご い と思 い ました｡ 日

本人もそう いうと こ ろ は見習 っ た方が い い と思 いました｡

② 質問する日本人も､ 留学生 の こ と を考えて ､ わかりやすく言う べ きだと思 っ た｡ 自分が目立 ちた

い だけの 質問は留学生 にも迷惑だと思う ｡

33 学生 の 方々 の 質問が今回は多くて 嬉しく思 い ま した｡

3 4 英語が話せる ことはとてもス バラ シ
ー

3 5 1 6 人の発表で聴く方が疲れ るか な? と い う気が して い たが ､ 2 回の ブ レイ ク で こ れはクリ ア で きた｡

ゝ
足立先生 ､

ご苦労さまで した｡

3 6 ありがとうご ざい ま した｡ 時間にゆとりが で きて い て大変よか っ た ｡

3 7 み なさん ､
み じか い 間大変日本語がうまくな っ てうれ し い です｡

3 8 会場が G O O D !

3 9 ① 残念ながら今まで こ の ようなすば らし い機会がある こ とを知りません で した｡ も っ と広報をして

み て は どうで し ょう｡

② 日本の こと を調 べ ると同時に､ 自国と の比較も説明があると良 い と思 い ます｡

40 発表の 内容に い ろ い ろ考えさせ られた ｡ 楽 しか っ た｡

4 1 日本の若者がも っ と会場に足を運ぶ工夫を し､ 世界に関心を持たせた い ｡ P R にち ょ っ と力を入れた

らどうで し ょう ｡ 学生 による口 こみ ｡

4 2 色 々 な手段 を使 っ て多くの人か ら聞い て もらうことが大切と思う｡

43 い ろ い ろ な意見があ っ て と て も楽 しか っ た です｡ ありがとうござい ま した ｡

4 4 み ん なと っ て も楽し い テ ー マ だ と思 い ます｡ 留学生が実際に興味をも っ て い る内容もわか っ て ､ 良か っ

た です｡ パ ワ
ー ボイ ン タ の 映像も良か っ た です｡

- 1 4 2 -



4 5 い ろ んなトピ ヅクを選んで い て 問 い て い る方もと て も面白か っ た ｡ 映像も効果的で飽きずに見るこ と
が出来ま した｡ 来 日 4 ケ月と は思えな い 程､ 日本語が上手だと思 い ました｡

4 6 4 月 に来られ たばかりなの に日本語がと て も上手な の で び っ くり しました｡ どの ような勉強をされ て
い る の か聞 い て みた い です.

4 7 た っ た 3
.
ケ月なの にみんなの 日本語の 上達ぶりに驚きました｡ ブラボ

ー !!

4 8 発表者を思 い やる フ ロ ア か らの 質問に感動 した｡

4 9
∴
生懸命日本語の勉強を した こ とがよくわかりま した｡ 日本､ 新潟 a n d 人 々 に良 い 印象を持 っ て
帰 っ て ほし い と願 い ました｡

5 0 初め て 参加 しま した｡ すばら し い 企画 です｡ 学生たちはもちろ ん ､ 国際交洗にも貢献して い ます｡ ( 中
国か らの 市民病院 へ の研修医二名と会話 しま した｡)

5 1 質疑応答の 時間をも っ と長く取 っ たほうが い い と思う｡

5 2 半年あまりで の 日本語の上達ぶりに驚きました｡

5 3 発表はもちろん ですが ､ そ の後 の質問に対する学生の 受け答えの真剣さに感銘 しました ｡･ 発表で はク
リ ス テ ィ ア -

ニ さ ん と ル ウ イ ン さん の もの が構成が自然でよか っ た と思 い ます｡ で もみなさんそれぞ
れ個性を示 しよか っ た です｡

54 わずか 4 ケ月 の研修で日本語を使 い こなして い らして すば らし い と思 い ました｡

5 5 楽 しくス ピ ー チ を聞くことが できました ｡ ありがとうござい ました｡

5 6 外国から見た日本文化と い う こと で改め て い ろ い ろ な達し､ を発見
,
L と て も興味深く聞かせ て い ただ

きま した｡ 発表者の 方も 一 生懸命日本で発表され て い て ､ 一骨さんと て もよか っ た です｡

5 7 さまざまな文化の 違 い が聞け て 楽しか っ た です｡

5 8 ｢ 日本語で話を しよう+ と いうサ ニ さんはえらい と思います｡ き っ とすぐに日本語が上達するで し ょう｡

59 今日 は生徒を連れて きました ｡ 日本語で
一

生懸命話 して い る姿を見て ｢私たちも耳Bずか しが らずに英
語で話そう+ と励まされたようです｡ ありがとうご ざ いま した｡

6 0 今私は 一

年 で ､ 今年
一

年間は専門の勉準が忙 しく､ ろくに ア ル バ イ トもできな い 状態で した ｡ 二 年に
な っ た らも っ と英語と中国語に力を入 れる つ もりです｡ 私 は世界の こと を知る ことが大好きなの で ､
暇が出来たら留学生の みなさんとお話してみた い です｡ノ

61 発表者以外の留学生も多く､
■
び っ くり した｡ ま たぜ ひ聞きに来た い と思 い ます｡

62 質問をする人が日本人だけでなく､ い ろ い ろ な国の 人か らされ て い て とても面白か っ た ｡

6 3 そ れ は日本語研修 コ
ー

ス 修了者にと っ て と ても役に立 つ 経験だと思 い ます｡

6 4 どの留学生 も短期間とは思え か ､ ほ どの 日本語力を身に つ けて い て す ご い と思 い ま した ｡ こ れ からも
ぜひがんば っ てくださ い

6 5 A l o t of f u n t hi s y e a r !

6 6
I t h i n k t h e d u r a ti o n o f t h e c o u r s e ( o r h o w i n t e n si v e it i s) i s n o t e n o u gh t o p r e p a r e t h e s t u d e n t s
a d e q u a t e ly f o r t h e a u die n c e

'

s q u e s tio n s , e x p o si n g t h e m t o th e ridic u l e a n d e m b a r r a si n g sit u a ti o n s .

6 7 日本語教師と いう職業に興味があ っ て 見に来て みました｡ 普段気が つ かなか っ た､ 当たり前の こ とが

他の文化から来た人たちにと っ て は新鮮なんですよね｡ とても楽しか っ た ですし､ みなさん 4 ケ月 の
滞在で こ んなに日本語が上手にな っ て い る の を見てすごい なあ､ と思 い ました ｡ フうミん ば っ てくださ い ｡

6 8 み な さんそれぞれ難し い テ
ー マ に挑戦して い てす ご い と思 いま した｡ い ろ い ろ な話が 聞けて楽 しか っ

た です｡

6 9 もう少 し意見が言 い やす い ように何かな い で しょうか ? 今日は楽 しませ て い ただきました｡

7 0 日本とは違う視点が見れて面白か っ た｡

7 1 み んな日本語が上手で ､ 本当に感動しま した｡

72 す ごく面白か っ た で す｡ また来た い です｡

7 3 ｢ 当セ ン タ ー

で は皆様の ご意見ご感想を - + と い う文を pl e a s e gi v e u s a littl e bit o f y o u r ti m e f o r o u r

fu t u r e s t u d y と 書く ことに驚きま した｡ 格段に フ レ ン ドリ.
-

で す よね ｡ 文化 の違 い は言語に反映さ.

れて い る の ですね｡

-
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7 4 今回始めて 参加させ て い ただきましたが ､ さまざまな意見があ っ て ､ と ても面白か っ た ですo 国の こ

とも少 し知れ てよか っ た で す｡

7 5 皆 さ ん の 日本語の うまさ に感動しました｡ い ろ い ろ彼らと話をした い です｡ ありがとう ｡

7 6 日本語がほとん ど話せなか っ た ときを知 っ て い る の で感動した ｡

7 7 は じめてきま したが ､ 面白か っ た で す｡ また来た い と思 い ます｡

3 . 1 . 肯定的多数意見

1) 興味深 い ･ 面白 い ｡ (1 7)

2 ) 短期間で の 日本語 の上 達に驚き ｡ (1 7)

3 ) 同様の イ ベ ン トがあれ ばまた来た い ｡ ( 4 )

日本人なら特別不思議に思わな
L
い ことが外国人の 目に は不思議にうつ る こ とがよくわかっ

た と いうような意見が多か っ たの と同時に ､ 日本人がも っ と 日本の こ とを知る べ きで あるで

あると い うコ メ ン トが い く つ か見 られた ｡ 他 には ､ と にか く短期間で の 発表者の 日本語の 上

達ぶ りに驚か れる声が多か っ た ｡ ただ これ は ､ ｢ 難し い 日本語をよくぞこ こ まで+ と い う､ ｢ い

わ ゆる 日本語は世界の 言語の 中でも難 しい 言語なの に
- + と い う考え

6
)う言祝拠 にな っ て い る

か もしれない の で ､ その まま肯定的意見と して鵜呑み にはでき か ､ が ､ その ようなうが っ た

見方 はこ こ で はせず に､ 素直に発表者の努力に対する敬意をも っ た人が多か っ たの だと理解

した い ｡

3. . 2 . 否定的多数意見

1) 発表者の 意見をも っ と聞きた い ｡ ( 5 )

2 ) イ ベ ン トの P R 不足
･ P R 下手｡ ( 4 )

3 ) 発表の仕方が画
一

的｡ ( 3 )

1 ) 2 ) に つ い て は今後日本語研修 コ
ー ス を指導 ･ 運営す る際に ､ 我 々 教員側が注意す べ

き点で あり､ 我 々 の側の 努力 で改善で きるもの で ある ｡ 特に 2 ) に つ い て は今後､ 市内の 高

等学校 に積極的に はた らきか けて ､ 準備 の段階か ら参加 して もらえれ ばと考えて い る ｡ 3 )

に つ い て はある程度は仕方が ない ｡ い くら彼 らが努力 して も､ わずか 4 ケ 月で はや はり到達

できる レベ ル が限られて い る ｡ その 中で の発表と い うこ と になる の で ､ 来場者
7
には我慢し

て い ただくよりほか な い ｡

6 た しかに文字体系だけを見れば､ 日本語ではひらがな
･

カ タ カ ナ ･ 漢字と 3 つ の 文字を使 い分けなけれ

ばならな い ｡ ま た敬語体系も日本語母語話者で さえまともに使 い こなせ な い 者が増えて い る昨今､ ｢ 日本語

は世界で も習得が難し い 言語で ある+ と信 じて い る 人 は多 い ｡ しか し､ どん な言語で あれ ､ そ れ が そ の 人

にと っ て の母語で な い なら､ 習得 の段階で何 らか の 難 しさは常には らん で い る｡ 現 に私自身を含め日本語

母語話者の 中には､ 英語は非常に修得が困難な言語だと感じて い る人が多 い の ではなか ろうか ｡
7
特 にリ ピ

ー タ ー に と っ て は､ 毎度毎度同 じパ タ
ー

ン の発表が繰り返され る の で ､ う んざりする人も出て

くる ことは否めな い ｡
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3 . 3 . その他建設的意見

1 ) 発表表者の 留学生とも っ と話 した い ･ 話す時間が欲 しい ｡

2 ) 質疑応答の 時間をもう少 し長く取 っ て欲 しい ｡

3 ) 留学生全体に日本語学習の コ ツ などを聞い てみ たい ｡

こ れは ､ い ずれも発表者で ある留学生と直に話す時間が もう少 しあれ ばと いうこ と だと思

われ る｡ 発表会修了後 に誰でも参加できる懇親会を設けて い る の でそちらを利用 してもらい

た い と思うが ､ 発表の 時間を早め ､ 場所を移す こ となく会場内で
一

緒に話せ る時間を増 やす

方法も今後は考える べ きかもしれな い ｡

4 . お わ り に

この ような形で発表会につ い て の デ ー タ をまとめ たの は今回が初め てだが､ 今までや っ て

きた方向性 は間違 っ て い なか っ た と自負して い る し､ それを裏付 けるだけの デ ー

タが揃 っ た

ように思う｡ 20 0 3 年度春学期の 学生か らは発表者自身に対 して の ア ンケ ー ト調査を実施する

予定で ある ｡ そ れ によ っ て ､ 当甲学生が こ の発表会を どの ように受け止めて い るか を明確 に

し､ 発表者と来場者双方にも っ と有意義な時間を共有して もらえる ように進化させ て い きた

い ○ そ して バ ー

ジ ョ ンア ッ プ した留学生 へ の 日本語教育が ､ 学 内日本人学生 はもと より､ 大

学周辺地域 の 人々 の 国際化 (最近で は多文化共生社会化とも いうが) にも貢献できるもの を

構築 した い と願 っ て い る ｡
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